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神社祭典奉納剣道大会

境内に響く気迫のこもった声。

新十津川神社例大祭のこの日、

境内で剣道大会が開かれまし

た。少年剣士の勇ましい姿に、

参拝者も足を止めて観戦して

いました。 （９月４日）

しんとつかわ

平成23年度の決算
まちのお金がどこから来て、何に使われたのか、あらましをお知らせします。
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平成23年度の決算

第３回町議会定例会（９月５日～10日）で平成23年度各会計の決算が認定されました。

全会計の決算総額は、収入が68億8814万円、支出が66億9807万円となり、収入が支出を

１億9007万円上回りました。

決算の概要について、一般会計を中心にお知らせします。

※詳細は『まちづくり読本』（決算説明書）に掲載しています。

平成23年度各会計決算額

収入－支出支 出収 入会 計

1億9002万円60億2111万円62億1113万円一 般 会 計

5万円3億5359万円3億5364万円国民健康保険特別会計

特
別
会
計

0円8355万円8355万円後期高齢者医療特別会計

0円1億9228万円1億9228万円下 水 道 事 業 特 別 会 計

0円4754万円4754万円農業集落排水事業特別会計

1億9007万円66億9807万円68億8814万円合 計

一般会計の収入と支出の内訳

ポイント

平年以上の大雪だった昨年の除雪経費は、平成22年度

よりも5800万円増加しました。

小学校の耐震化改修に３億8000万円支出しました。

借金の返済に10億9422万円支出していますが、貯金も

３億5622万円しています。

ポイント

自主財源は、まちが直接受けるお金です。

依存財源は、国や北海道から受けるお金や借金です。

自主財源の割合は17.2％となっており、大部分の収入

を依存財源に頼っている状況です。



3

過去５年間の一般会計の収入と支出の推移 ～毎年黒字を維持しています～

過去５年間の全会計の借金と貯金の推移 ～借金は減り、貯金は増えています～

健全化判断比率と公営企業資金不足比率 ～健全な財政運営ができています～

過去５年間の収入と支出の平均

は、収入が約60億3000万円、支出

が約58億7000万円となっており、

１億6000万円ほどの黒字が発生し

ています。

多少の増減はありますが、新十

津川町の一般会

計は、おおむね

60億円の規模で

運営されていま

す。

過去５年間で借金は29億5000万

円減少し、貯金は７億8000万円増

加しています。平成23度末では、

借金は77億6000万円、貯金は33億

9000万円となっており、差し引き

で借金が43億7000万円多くなって

います。

この借金には、

返済時に国から

補てんされるも

のが含まれてい

るので、実質の

借金は、もっと

少なくなります。

健全化判断比率と資金不足比率は、まちの財政状況が悪くなっていないかを確認するための指標で、法律によって

公表することが義務付けられています。新十津川町は、すべての会計で赤字はありません。負債の返済額の大きさは、

北海道の市町村の中でも良い水準を保っています。また、将来支払わなければならない負債も無理なく返済できる大

きさとなっています。

資金不足比率
健全化判断比率

指 標 将来負担比率実質公債費比率連結実質赤字比率実質赤字比率

下水道事業会計と農業集落

排水事業会計の赤字の大きさ

平成24年度以降支払わなけ

ればならない負債の大きさ
負債の返済額の大きさ全会計通算の赤字の大きさ一般会計の赤字の大きさ

20％350％25％20％15％早期健全化基準
（右の水準を超えると黄信号）

－－8.6％－－新十津川町の比率

赤字はありません
借金残高を償還
財源が上回ります

健全な水準です赤字はありません赤字はありません説 明
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後後後後後後後後後後
納納納納納納納納納納
制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度
のののののののののの
メメメメメメメメメメ
リリリリリリリリリリ
ッッッッッッッッッッ

後
納
制
度
の
メ
リ
ッ
トトトトトトトトトトト

２
年
以
上
前
の
保
険
料
を
納
め
る
と

○
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
え
ま

す
。

○
年
金
の
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用
でででででででででで
きききききききききき
るるるるるるるるるる

利
用
で
き
る
方方方方方方方方方方方

①

歳
以
上

歳
未
満
で

年
以
内

20

60

10

に
納
め
忘
れ
の
期
間
（
納
付
猶
予
・

免
除
以
外
）
や
未
加
入
期
間
の
あ

る
方

②

歳
以
上

歳
未
満
で
①
の
期
間

60

65

と
任
意
加
入
中
に
納
め
忘
れ
の
期

間
の
あ
る
方

③

歳
以
上
で
年
金
受
給
資
格
が
な

65く
任
意
加
入
中
の
方
な
ど

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る

方
は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

手手手手手手手手手手
続続続続続続続続続続
きききききききききき
のののののののののの
流流流流流流流流流流

手
続
き
の
流
れれれれれれれれれれれ

①
年
金
事
務
所
に
申
し
込
み
ま
す
。

②
申
込
書
が
送
ら
れ
て
き
た
ら
必
要

事
項
を
記
入
し
、
年
金
事
務
所
に

提
出
し
ま
す
。

③
年
金
事
務
所
で
申
込
書
の
審
査
・

承
認
を
行
い
ま
す
。

④
年
金
事
務
所
か
ら
承
認
通
知
書
と

納
付
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

⑤
納
付
書
に
よ
り
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
で
納
付
し
ま
す
。

注注注注注注注注注注
意意意意意意意意意意
事事事事事事事事事事

注
意
事
項項項項項項項項項項項

○
後
納
の
利
用
期
間
は
平
成

年
24

10

月
か
ら
平
成

年
９
月
ま
で
で
す
。

27

○
過
去
３
年
度
以
前
の
後
納
保
険
料

に
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
加
算

額
が
つ
き
ま
す
。

○
後
納
が
可
能
な
期
間
の
う
ち
、
最

も
古
い
分
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

○
審
査
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
期
限
に
余
裕
を
も
っ

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
一
部
免
除
さ
れ
た
期
間
の
う
ち
、

未
納
と
な
っ
て
い
る
期
間
も
後
納

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、

一
般
の
未
納
期
間
と
同
じ
１
カ
月

分
の
保
険
料
が
必
要
で
す
。

○
全
額
免
除
や
一
部
免
除
、
若
年
者

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
期
間
は
、
後
納
制
度

を
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
納
付
を
希

望
す
る
場
合
は
、「
追
納
制
度
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ

イ
ヤ
ル

緯
０
５
７
０
・

・
011

050

砂
川
年
金
事
務
所緯

・
２
１
４
４

52

住
民
課
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ

緯

・
２
１
３
０

76

国
民
年
金
保
険
料
の
「
後
納
制
度
」

こ
れ
ま
で
納
め
忘
れ
の
国
民
年
金
保
険
料
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
期
間
は
過
去
２
年
間
で
し
た
が
、
後
納
制
度
で

年
間
に
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

10

平成24年度中の後納保険料額と納付できる期限

①後納保険料額 ②当時の保険料額 ③加算額 納付できる期限
平成14年度 14,940円 13,300円 1,640円 10年目は月毎に期限が到来します。
平成15年度 14,720円 13,300円 1,420円
平成16年度 14,510円 13,300円 1,210円
平成17年度 14,560円 13,580円 980円
平成18年度 14,610円 13,860円 750円
平成19年度 14,640円 14,100円 540円
平成20年度 14,760円 14,410円 350円
平成21年度 14,840円 14,660円 180円
平成22年度 15,100円 15,100円 加算なし
①後納保険料額＝②当時の保険料額＋③加算額です。
※後納保険料額は政令で定められ、毎年改定されます。
※後納納付した場合は、納付した日に納付対象月の保険料が納付されたものとみなします。

平成14年10月分→平成24年10月31日
平成14年11月分→平成24年11年30日
平成14年12月分→平成24年12年31日
平成15年１月分→平成25年１年31日
平成15年２月分→平成25年２年28日
平成15年３月分→平成25年３年31日
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魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚
問合せ 確かな学び推進会議

緯76・4233

生
活
習
慣
の

定
着
を
目
指
し
て

睡
眠
と
朝
食
で
学
力
ア
ッ
プ

人
間
の
生
体
リ
ズ
ム
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
体
内
時
計
は
、
１
日
約

時
間

25

の
サ
イ
ク
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
脳
の
視
交
叉
上
核
が
毎
朝
、
太
陽

さ

の
光
を
視
覚
で
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
体
リ
ズ
ム
を
１
日

時
間
に
調
整

24

し
て
い
ま
す
。
朝
食
の
摂
取
と
学
力
と

体
力
調
査
で
は
、
毎
日
朝
食
を
と
る
子

と
、
ま
っ
た
く
食
べ
な
い
子
と
の
関
係

は
、
下
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

通
学
合
宿

教
育
委
員
会
は
、
昨
年
度
か
ら
小
学

６
年
生
を
対
象
に
通
学
合
宿
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

通
学
合
宿
と
は
、
親
元
を
離
れ
、
家

事
な
ど
の
日
常
生
活
を
自
分
自
身
で
行

い
な
が
ら
学
校
に
通
い
、
基
本
的
な
生

活
習
慣
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
体

験
学
習
で
す
。
今
年
度
も

月
に
予
定

11

し
て
い
ま
す
。
６
泊
７
日
で
ヴ
ィ
ラ
ト

ッ
プ
に
宿
泊
し
、
家
庭
学
習
、
後
片
付

け
、
掃
除
な
ど
す
べ
て
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
協
力
し
て
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。
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情報 バスケット

〇
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
壁
掛
け
づ
く
り

日
時

月

日
臥

時

分
～

10

20

13

30

対
象

小
学
生
（
先
着

人
）

20

持
ち
物

は
さ
み
、
の
り

締
切

月

日
我

10

17

〇
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

日
時

月

日
峨

時
～

10

30

15

〇
そ
ば
う
ち
体
験

日
時

月

日
臥

時
～

11

10

14

集
合
場
所

児
童
館

場
所

そ
ば
道
場
夢
創
庵
（
ピ
ン
ネ

荘
内
）

参
加
料

子
ど
も

円
100

大
人

円
600

（
材
料
費
を
含
む
）

締
切

月
７
日
我

11

※
親
子
参
加
の
み
得
き
っ
ず
カ
ー
ド

に

ポ
イ
ン
ト
が
付
き
ま
す
。

50
申
込
・
問
合
せ

児
童
館

察

・
２
４
０
２

76

○
第

回
子
育
て
ス
ク
ー
ル

12

日
時

月

日
牙

時

分
～

11

15

10

30

場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象

町
内
に
住
む
未
就
園
児
と
そ

の
親

期
間

月

日
我
～

月

日
蚊

10

10

10

28

〇
子
ど
も
生
け
花
展

期
間

月
２
日
画
～

月
４
日
蚊

11

11

問
合
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ

察

・
４
２
３
３

76

日
時

月

日
臥
９
時
～

10

27

場
所

ゆ
め
り
あ

内
容

合
唱
、
器
楽
演
奏
、
吹
奏
楽
、

ピ
ア
ノ
演
奏
、
マ
リ
ン
バ
演
奏
な

ど

問
合
せ

音
楽
協
会
事
務
局
（
教
育

委
員
会
内
）

察

・
４
２
３
３

76

○
展
示
部
門

期
間

月
２
日
画
～
４
日
蚊
の
９

11

時
～

時（
最
終
日
は

時
ま
で
）

18

16

場
所

改
善
セ
ン
タ
ー

内
容

陶
芸
、
絵
画
、
書
、
い
け
ば

な
、
写
真
、
短
歌
、
俳
句
、
工
芸
、

手
芸
、
押
し
花
な
ど

○
芸
能
部
門

日
時

月
４
日
蚊

時
～

11

10

場
所

ゆ
め
り
あ

内
容

舞
踊
、詩
吟
、民
謡
、
民
舞
、
太

鼓
、
郷
土
芸
能
な
ど

問
合
せ

文
化
協
会
事
務
局
（
教
育

委
員
会
内
）

察

・
４
２
３
３

76

内
容

国
学
院
短
大
生
に
よ
る
音
楽

あ
そ
び

参
加
料

無
料

締
切

月
９
日
画

11

◎
年
間
予
定
表
と
日
程
が
変
更
に
な

っ
て
い
ま
す
。

※
得
き
っ
ず
カ
ー
ド
に

ポ
イ
ン
ト

30

が
付
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

察

・
２
０
８
８

72

☆
お
知
ら
せ
☆

第

回
子
育
て
ス
ク
ー
ル
「
軽
ス

11

ポ
ー
ツ
」
は

月

日
臥
の
予
定
で

10

27

し
た
が
、

月

日
臥
に
変
わ
り
ま

11

10

し
た
。

○
制
作
あ
そ
び

日
時

月
１
日
牙

時

分
～

11

10

30

場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

参
加
料

無
料

締
切

月

日
画

10

26

申
込
・
問
合
せ

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

察

・
２
０
８
８

72

改
善
セ
ン
タ
ー
で
展
示
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

○
水
彩
・
油
彩
画
展

ツール・ド・北海道2012 町内を疾走（９／17）

保健福祉課 緯72-2000 建 設 課 緯76-2139

住 民 課 緯76-2130 議会事務局 緯76-3191

総 務 課 緯76-2131 会 計 課 緯76-3192

産業振興課 緯76-2134 教育委員会 緯76-4233

農業委員会 緯76-2135

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

催し

ぴ
よ
ぴ
よ
き
っ
ず

催し

児
童
館

催し

明るく さわやかに あいさつをしましょう

町
民
文
化
祭

催し

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

催し

町
民
音
楽
祭

催し
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高
齢
者
サ
ー
ク
ル
、
ゆ
め
り
あ
部

会
の
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

月
３
日
臥

時
～

11

10

場
所

ゆ
め
り
あ

内
容

大
正
琴
、
民
謡
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
コ
ー
ラ
ス
、
舞

踊
、
茶
道

そ
の
他

書
道
、
短
歌
、
陶
芸
の
各

部
会
は
、
町
民
文
化
祭
に
出
展
し

ま
す
。

問
合
せ

保
健
福
祉
課
子
ど
も
・
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
察

・
２
０
０
０

72

市
立
旭
川
病
院
の
糖
尿
病
の
専
門

家
に
よ
る
糖
尿
病
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
糖
尿
病
の
予
防
に
つ
い
て
、

ま
た
、
最
新
の
治
療
に
つ
い
て
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

日
時

月
９
日
画

時

分
～

11

18

30

20

時

分
30

場
所

ゆ
め
り
あ

講
演
内
容
・
講
師

○
怖
い
ぞ
！
糖
尿
病

糖
尿
病
セ
ン

タ
ー
診
療
部
長

宮
本
義
博
さ
ん

○
糖
尿
病
食
事
療
法
の
は
て
な

管

理
栄
養
士

小
川
美
弥
子
さ

ん

○
糖
尿
病
の
運
動
～
正
し
い
運
動
し

て
い
ま
す
か
？

理
学
療
法
士

品
川
知
己
さ

ん

○
上
手
に
付
き
合
う
糖
尿
病
～
渡
る

世
間
は
鬼
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
！

糖
尿
病
看
護
認
定
看
護
師

増
田

千
恵
さ

ん

参
加
料

無
料

申
込
期
限

月
７
日
我

11

申
込
・
問
合
せ

保
健
福
祉
課
保
健

福
祉
グ
ル
ー
プ
察

・
２
０
０
０

72

男
声
合
唱
団
ス
ノ
ー
グ
リ
ー
、
少

年
少
女
合
唱
団
と
の
共
演
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

日
時

月

日
臥

時
～

11

17

14

場
所

ゆ
め
り
あ

入
場
料

無
料

問
合
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ

察

・
４
２
３
３

76

日
時

月

日
臥

時
～

時

10

20

11

15

場
所

花
月
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
旧
花
月
小
）

内
容

そ
ば
、
豚
汁
、
お
で
ん
、
手

芸
品
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
太

鼓
演
奏
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど

問
合
せ

生
活
介
護
事
業
所
ひ
か
り

察

・
４
１
０
０

72

日
時

月

日
蚊
９
時
～

時

10

21

15

（
受
付
は
９
時

分
ま
で
）

30

場
所

改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
料

１
０
０
０
円
（
昼
食
代
含

む
）

問
合
せ

囲
碁
同
好
会
事
務
局

村
山

察

・
２
６
１
２

74

中
学
校
の
英
語
指
導
助
手
バ
ー
シ

ュ
さ
ん
の
英
会
話
教
室
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
一
日
体
験
も
可
能
で

す
。

コ
ー
ス

○
中
級
コ
ー
ス

毎
週
火
曜
日

時

分
～

時

18

30

20

ア
ザ
レ
ア
コ
ー
ラ
ス

定
期
演
奏
会

催し

ゆ
め
り
あ
部
会
発
表
会

催し

ゴミの不法投棄や野焼きは、絶対にやめましょう

糖
尿
病
講
演
会

催し

花
月
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
祭

催し

○
初
級
コ
ー
ス

毎
週
水
曜
日

時

分
～

時

18

30

20

場
所

改
善
セ
ン
タ
ー

受
講
料

無
料

対
象

高
校
生
以
上
の
町
民

申
込
・
問
合
せ

教
育
委
員
会
社
会

教
育
グ
ル
ー
プ
察

・
４
２
３
３

76

月
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
の
日

11
程
が
決
定
し
ま
し
た
。

日
時

月
８
日
牙
、

日
牙
、

11

15

22

日
牙
、

日
牙
の
９
時

分
～

29

30

11

時

分
30

場
所

ゆ
め
り
あ

対
象

歳
以
上
の
町
民

60

募
集
人
数

５
人

そ
の
他

６
月
の
教
室
と
は
違
う
物

を
作
成
し
ま
す
の
で
、
６
月
に
参

加
し
た
方
も
申
し
込
め
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ

保
健
福
祉
課
子
ど

も
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

察

・
２
０
０
０

72

秋
季
囲
碁
大
会

催し

バ
ー
シ
ュ
先
生
の

英
会
話
教
室

募集

シ
ニ
ア
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

募集体
力
増
進
室
閉
室
日

▼

月

日
蚊
、

日
蚊

10

21

28

月
３
日
臥

11
問
合
せ

保
健
福
祉
課

察

・
２
０
０
０

72

謂

井

遺

亥

違違違違違違違

違違違違違違違

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医

医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
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○
今
月
は
町
道
民
税
第
３
期
、
国
民

健
康
保
険
税
第
４
期
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
第
４
期
の
納
期
で
す

納
期
限
は

月

日
我
で
す
の
で
、

10

31

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

住
民
課
町
税
グ
ル
ー
プ

察

・
２
１
３
０

76

町
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
は
、
エ

ゾ
シ
カ
の
駆
除
を
進
め
る
た
め
、
わ

な
猟
免
許
取
得
費
用
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

助
成
内
容

受
験
料
５
２
０
０
円
、

予
備
講
習
受
講
料
５
０
０
０
円
、

診
断
書
発
行
の
実
費

※
合
格
後
に
支
給
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

○
狩
猟
免
許
申
請
書

○
精
神
障
が
い
が
な
い
こ
と
を
証
明

す
る
医
師
の
診
断
書

○
顔
写
真

○

円
切
手

１
枚

80

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
る
冬

に
向
け
て
、
運
動
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

対
象

歳
以
上
で
、
要
介
護
認
定

70

を
受
け
て
い
な
い
町
民

期
間

月
～
３
月

11

時
間
・
場
所

○

時

分
～

時

分

10

30

11

30

○
火
曜
日

花
月
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
（
旧
花
月
小
学
校
）

○
水
・
木
曜
日

ゆ
め
り
あ

費
用

１
回

円
100

そ
の
他

希
望
者
は
送
迎
し
ま
す

（
先
着
順
）。曜
日
に
よ
っ
て
送
迎
の

方
面
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ

保
健
福
祉
課
保
健

福
祉
グ
ル
ー
プ
察

・
２
０
０
０

72

○
町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
固
定
資
産
税
第
３
期
、
国
民
健
康

保
険
税
第
３
期
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
第
３
期
の
納
期
限
は

月
１

10

日
俄
で
し
た
。
納
め
忘
れ
の
方
は
早

急
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

楽
絡
運
動
教
室

ら
く
ら
く

募集

今
月
の
納
税

手続
制度

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
町
内
に
土
地
、
家
屋
、
償
却

資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

平
成

年
中
に
家
屋
（
住
宅
、
車

24

庫
、
納
屋
な
ど
）
に
次
の
よ
う
な
異

動
が
あ
る
場
合
は
必
ず
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

○
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
場
合

○
取
り
壊
し
た
場
合

○
所
有
者
を
変
更
し
た
場
合

※
法
務
局
で
建
物
表
示
、
所
有
権
保

存
、
建
物
滅
失
ま
た
は
所
有
権
移
転

な
ど
の
登
記
を
し
て
い
る
場
合
は
、

法
務
局
か
ら
町
に
通
知
が
あ
り
ま
す

の
で
、
届
出
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
合
せ

住
民
課
町
税
グ
ル
ー
プ

察

・
２
１
３
０

76

日
時

月

日
我

時
～

11

21

14

場
所

改
善
セ
ン
タ
ー

対
象

法
人
、
個
人
事
業
者

※
対
象
者
は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。

そ
の
他

○
狩
猟
試
験
予
備
講
習
申
込
書

○
北
海
道
収
入
証
紙
５
２
０
０
円
分

○
現
金
５
０
０
０
円

◎
狩
猟
試
験
予
備
講
習

日
時

月
２
日
蚊
９
時
～

12

場
所

岩
見
沢
市
民
会
館

受
講
料

第
１
種
、
第
２
種

７
５
０
０
円

網
、
わ
な

５
０
０
０
円

第
１
種
ま
た
は
第
２
種
と
同
時
に

網
、
わ
な
を
受
講
１
０
０
０
０
円

◎
狩
猟
試
験

日
時

月
９
日
蚊
９
時
～

12

場
所

空
知
総
合
振
興
局

受
験
資
格

○

歳
以
上
の
方

20
○
精
神
障
が
い
ま
た
は
発
作
に
よ
る

意
識
障
が
い
を
も
た
ら
す
病
気
な

ど
に
か
か
っ
て
い
な
い
方

○
鳥
獣
保
護
法
（
狩
猟
法
）
に
違
反

し
て
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
さ
れ

て
い
な
い
方

○
狩
猟
免
許
の
取
消
し
を
受
け
て
い

な
い
方

試
験
項
目

適
性
試
験
、
知
識
試
験
、

技
能
試
験

申
込
締
切

月

日
牙

11

22

※
予
備
講
習
、
試
験
共
通

申
込
・
問
合
せ

鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
（
産
業
振
興
課
内
）

察

・
２
１
３
４

76

納税には便利な口座振替をご利用ください

年
末
調
整
説
明
会

手続
制度

狩
猟
免
許
試
験

手続
制度

家
屋
の
異
動
申
告

手続
制度
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○
年
末
調
整
関
係
諸
用
紙
を
事
前
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
説
明
会
当
日

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
書
類
に
不
足
が
あ
る
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

住
民
課
町
税
グ
ル
ー
プ

察

・
２
１
３
０

76

滝
川
税
務
署

察

・
２
１
９
１

22

周
囲
が
暗
く
目
立
た
な
い
場
所
に

あ
る
車
庫
や
燃
料
タ
ン
ク
か
ら
、
タ

イ
ヤ
や
燃
料
な
ど
の
窃
盗
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

盗
難
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
ま
ず

自
己
防
衛
が
大
切
で
す
。

①
車
庫
や
納
屋
の
扉
は
施
錠
し
ま
し

ょ
う
。

②
燃
料
タ
ン
ク
の
給
油
口
、
送
油
口

は
施
錠
し
ま
し
ょ
う
。

③
防
犯
ラ
イ
ト
、
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

不
審
者
を
見
か
け
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
警
察
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

防
犯
グ
ッ
ズ
は
、
い
ろ
い

ろ
種
類
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

住
民
課
住
民
活
動
グ
ル
ー

プ

察

・
２
１
３
０

76

キノコ採りや登山で入林するときは、火の取り扱いに注意しましょう

期
間

月

日
俄
～

日
我

10

15

31

全
国
統
一
標
語

消
す
ま
で
は

出

な
い
行
か
な
い

離
れ
な
い

そ
の
他

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

だ
設
置
し
て
い
な
い
方
は
、
早
め

に
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

消
防
新
十
津
川
支
署

察

・
２
６
１
９

76

北
海
道
弁
護
士
会
連
合
会
が
、
弁

護
士
の
い
な
い
市
町
村
を
対
象
に
無

料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時

月

日
我

時
～

時

10

24

13

16

場
所

役
場
２
階
小
会
議
室

相
談
員

丸
山
健
弁
護
士

そ
の
他

要
予
約

予
約
・
問
合
せ

総
務
課
総
務
グ
ル

ー
プ

察

・
２
１
３
１

76

窃
盗
の
防
止

暮らし

秋
の
火
災
予
防
運
動

暮らし

無
料
法
律
相
談

暮らし

衛

疫

鋭

益

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

有料広告

ドアや窓の不正な開閉、に反
応する「防犯ブサー」

動くものに反応し、ライトが
点灯する「防犯ライト」
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●
内
科

休
日
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

察

・
１
１
６
１

22

●
外
科

夜
間
急
病
テ
レ
ホ
ン
セ
ン

タ
ー

察

・
２
２
９
９

22

●
歯
科

月
10

日
蚊

は
ら
お
か
歯
科

（
滝
川
）

21
日
蚊

パ
ン
ダ
歯
科
（
新
十
津
川
）

28
月
11３

日
臥

杉
村
歯
科

（
滝
川
）

４
日
蚊

渋
谷
歯
科

（
滝
川
）

日
蚊

コ
ス
モ
デ
ン
タ
ル
（
滝
川
）

11※
診
療
時
間
は
９
時
～

時
12

開
催
日

９
月
４
日
峨

場
所

新
十
津
川
神
社
境
内

初
心
者
の
部

①
五
十
嵐
雅
人（
小

３
）②
加
藤
緒
美（
小
３
）③
小
野

獅
童（
小
１
）

中
級
者
の
部

①
清
野
創
二
郎（
小

４
）②
志
賀
太
一（
小
４
）③
斉
藤

裕
也（
小
５
）

上
級
者
の
部

①
坂
本
三
咲（
中
２
）

②
南
大
祐（
小
３
）③
中
鉢
天
助

（
小
５
）

○
サ
ン
ウ
ッ
ド
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

月
３
日
松

11

○
ピ
ン
ネ
ス
タ
ジ
ア
ム
、
ふ
る
さ
と

公
園
野
球
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

サ
ッ
カ
ー
場

月

日
我

11

14

※
天
候
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

察

・
３
３
９
０

76

○
開
拓
記
念
館
、
か
ぜ
の
び月

日
我

10

31

問
合
せ

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ

緯

・
４
２
３
３

76

交通ルールを守り、ゆとりと譲り合いの心で安全運転に努めましょう

休
日
診
療
当
番

健康
有料広告

神
社
祭
典
奉
納
剣
道
大
会

成績

公
共
施
設
最
終
営
業
日

施設

■
町
へ

▽
乗
松
政
勝
さ

ん

（
総
進
）
故
・
乗
松

昌
夫
さ

ん

の
生
前
の
お
礼
と
し
て
30

万
円

▽
向
田
幸
正
さ

ん（
札
幌
市
）
ふ
る
さ
と

へ
の
貢
献
の
た
め

ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン

台
10

▽
岡
嘉
代
子
さ
ん（
花
月
）故
・
岡
登
さ
ん

の
生
前
の
お
礼
と
し
て

万
円

50

ご
厚
情
感
謝

申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生お

め
で
と
う

ご
め
い
ふ
く
を

祈
り
ま
す



９
月

日
、
私
た
ち
新
十
津
川

18

農
業
高
校
の
２
年
生

名
は
、
岩

32

見
沢
農
業
高
校
に
連
携
学
習
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
専

門
学
校
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

エ
キ
ス
パ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」
の
一
貫
で
、
今
年
か
ら
３

年
間
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
内
容
は
本
校
で
栽
培
し

た
ト
マ
ト
の
加
工
と
食
品
衛
生
管

理
、
食
品
製
造
基
礎
で
す
。
ト
マ

ト
の
加
工
で
は
ケ
チ
ャ
ッ
プ
や

ジ
ュ
ー
ス
の
元
と
な
る
ト
マ
ト

ピ
ュ
ー
レ
の
製
造
を
行
い
ま
し
た
。

回
転
２
重
釜
と
い
う
機
械
に
ト
マ

ト
を
入
れ
て
濃
縮
し
、
次
に
パ
ル

パ
ー
フ
ェ
ニ
ッ
シ
ャ
ー
と
い
う
機

械
で
ト
マ
ト
の
皮
と
種
子
を
取
り

除
き
ま
し
た
。
本
校
に
は
な
い
機

械
だ
っ
た
の
で
あ
っ
と
い
う
間
に

作
業
が
で
き
て
す
ご
い

な
ー
、
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
次
は
鍋
に
入
れ
て
煮

込
み
ま
す
。
そ
の
間
に

ゆ
っ
く
り
混
ぜ
な
が
ら
、

あ
く
を
取
り
除
き
ま
す
。

汗
が
出
る
ほ
ど
暑
か
っ
た

で
す
。
屈
折
糖
度
計
で
糖

度
を
測
り
糖
度
が

度
に

14

な
っ
て
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ
が
完
成

し
ま
し
た
。
食
品
衛
生
管
理
と
食

品
製
造
基
礎
の
講
習
は
教
室
で
行

い
ま
し
た
。
実
習
服
の
着
方
や
製

造
者
の
心
得
、
食
品
製
造
や
微
生

物
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

岩
見
沢
農
業
高
校
は
本
校
に
比

べ
て
大
き
く
施
設
や
機
械
も
充
実

し
て
い
て
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
本
校
で
も
岩
見
沢
農
業
高
校

を
見
習
い
、
ど
ん
ど
ん
と
充
実
し

た
設
備
が
備
わ
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
私
た

ち
の
加
工
技
術
の
向
上
も
で
き
た

ら
う
れ
し
い
で
す
。

今
回
作
っ
た
ト
マ
ト
ピ
ュ
ー
レ

は
食
品
製
造
の
時
間
に
ケ
チ
ャ
ッ

プ
に
加
工
す
る
そ
う
で
す
。

月
下
旬
の
連
携
学
習
で
は
ダ

11
イ
ズ
の
加
工
で
味
噌
を
作
る
予
定

で
す
。
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
！

（
２
年

太
田

茉
優
）

専
門
学
校
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新十津川農業高校通信№55
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動
脈
硬
化
と
は
、
血
管
の
壁
が

厚
く
な
っ
て
血
液
の
通
り
道
が
狭

く
な
っ
た
り
、
血
管
の
壁
が
傷
つ

い
て
も
ろ
く
な
っ
た
り
し
た
状
態

の
こ
と
で
す
。

動
脈
硬
化
の
大
き
な
原
因
の
一

つ
は
、
血
液
中
の
余
分
な
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
で
す
。

な
ぜ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
余
る

の
？

《
加
齢
》

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
本
来
、
体

の
細
胞
を
作
る
材
料
と
し
て
使
わ

れ
ま
す
。
年
齢
と
と
も
に
細
胞
が

生
ま
れ
変
わ
る
速
度
が
落
ち
る
と
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
余
り
が
ち
に

な
り
ま
す
。

《
閉
経
》

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
ホ
ル
モ
ン

の
材
料
で
も
あ
り
ま
す
。
女
性
は
、

閉
経
後
に
卵
巣
か
ら
の
ホ
ル
モ
ン

分
泌
が
急
激
に
減
少
す
る
た
め
、

こ
の
こ
ろ
か
ら
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
が
高
く
な
る
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

《
食
事
》

体
内
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
３

分
の
１
は
、
卵
・
肉
・
魚
な
ど
動

物
由
来
の
食
品
か
ら
と
っ
て
い
ま

す
。
残
り
の
３
分
の
２
は
自
分
の

肝
臓
で
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
材

料
は
米
・
果
物
・
砂
糖
・
酒
・
油

な
ど
の
食
品
で
す
。
こ
れ
ら
の
食

品
を
摂
り
す
ぎ
る
と
、
血
液
中
に

余
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

な
ぜ
動
脈
硬
化
に
な
る
の
？

血
液
中
に
余
っ
た
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
は
、
血
管
の
壁
に
入
り
込

む
性
質
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
ゴ
ミ
と
判
断

さ
れ
、
白
血
球
に
食
べ
ら
れ
ま
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
食
べ
た
白
血

球
は
血
管
の
壁
の
中
で
死
ん
で
し

ま
い
、
そ
の
残
骸
が
泡
の
よ
う
に

膨
ら
み
、
血
管
の
壁
を
押
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
膨
ら
み
を
「
プ
ラ
ー

ク
」
と
い
い
、
動
脈
硬
化
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

プ
ラ
ー
ク
は
薄
い
膜
で
で
き
て

い
る
た
め
破
れ
や
す
く
、
破
れ
た

プ
ラ
ー
ク
が
血
流
に
よ
り
心
臓
や

脳
に
運
ば
れ
る
と
、
心
筋
梗
塞
や

脳
梗
塞
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

動
脈
硬
化
が
わ
か
る
の
は
健
診
だ

け
動
脈
硬
化
に
は
自
覚
症
状
が
あ

り
ま
せ
ん
。
プ
ラ
ー
ク
が
血
管
を

詰
ま
ら
せ
た
と
き
に
初
め
て
症
状

が
現
れ
、
治
療
が
必
要
に
な
っ
た

り
、
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

血
液
検
査
を
含
む
基
本
健
診
で

は
、
動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
町
で
は
、
基

本
健
診
で
リ
ス
ク
が
あ
っ
た
方
に

対
し
、
頚
動
脈
エ
コ
ー
検
査
や
脈

波
図
検
査
な
ど
の
２
次
健
診
も

行
っ
て
い
ま
す
。
血
管
の
変
化
に

早
く
気
付
く
に
は
、
年
に
１
回
の

健
診
が
大
切
で
す
。

動
脈
硬
化
と
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

血液の通り道が狭くなった状態

プラークが
詰まった部分

血液の通る部分
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『
切
る
ナ
ビ
！

～
庭
木
の
剪
定

が
わ
か
る
本
』
上
条
祐
一
郎

著

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
に
庭
木
と

人
間
を
共
存
さ
せ
、
豊
か
な
空
間

と
し
て
維
持
す
る
「
剪
定
」
の
知

せ
ん
て
い

識
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
満
載
の
一
冊
。

花
木
、
コ
ニ
フ
ァ
ー
、
つ
る
植

物
な
ど
庭
木
の
タ
イ
プ
別
に
剪
定

の
方
法
を
や
さ
し
く
解
説
し
ま
す
。

『
な
ん
か
ヘ
ン
だ
を
手
紙
で
伝
え

る
』

村
中
季
衣

作

学
校
や
家
で
「
そ
れ
っ
て
、
な

ん
か
ヘ
ン
」
と
思
っ
た
の
に
う
ま

く
口
に
出
せ
ず
に
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た

こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？

小
学
５

年
生
の
佳
奈
は
、
そ
ん
な
と
き
、

お
悩
み
相
談
室
と
い
う
不
思
議
な

看
板
を
見
つ
け
ま
す
。
そ
の
悩
み

解
決
の
方
法
と
は
？【
児
童
向
け
】

問合せ 図書館 緯７６・３７４６
みなよむ

《渡辺一史講演会「北の無人駅から」》

丹念な取材と深い省察で掘り下げ

た昨年10月刊行の紀行ノンフィク

ション『北の無人駅から』で取り上

げられ、新十津川駅。ほか、道内６

つの無人駅を切り口に、そこに生き

る人々や過疎の進む地域の実情、課

題について語ります。（入場無料）

日時 10月28日蚊 15時～16時30分

《国学院大学北海道短期大学部

学生の手作り絵本作品展》

幼児・児童教育学科の学生が作成

した、手作り絵本を展示します。

展示期間 11月１日牙～18日蚊

《10／15～11／14の休館日》

月曜日 ：10月15日、22日、29日

11月５日、12日

祝日 ：11月３日

月末整理日：10月31日我

フフフォッくッくん

インフォメーショインフォメーション
図書館

ある名言があります。「巨人の肩に立つ」

というものです。

この名言は、1676年に優秀な物理学者の

アイザック・ニュートンが書いたことで有

名になりました。ニュートンは、ライバル

科学者に、自分がなぜたくさんの事を発見

したかについて手紙を書きました。「もしも、

私が他の人よりも少し先を見通して来たと

したら、それは私が巨人の肩の上に立って

いたからである」と。

巨人とは先人ということなので、ニュー

トンは、自身の成功は偉い先人が遺してく

れた業績にあると考えていました。もしこ

の先人たちがいなければ、ニュートンが発

見することは何もなかったかもしれません。

「巨人の肩に立つ」という表現は、実は、

ニュートンより非常に古い名言です。しか

し、意味はずっと同じです。

私はこの名言が大好きで忘れられません。

「巨人」には、例えば作家、芸術家、哲学者、

科学者のような著名人だけではなく、自分

の人生でかかわる人々も含んでいると思っ

ています。自分に影響する友だちや指導し

てくれる先生たち、援助してくれる親や親

戚などもいるでしょう。

いつか、私たちみんなが、次世代の人の

ために「巨人の肩」となるでしょう。

新十津川中学校で英語指導助手として働く
デービッド・バーシュ・エドワードさんの
エッセーです。

バーシュ記衛
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【
ア
カ
シ
ヤ
俳
句
会
】

繕
へ
ぬ
身
の
秋
風
に
身
を
ま
か
せ

つ
く
ろ

金
龍

綵
子

身
づ
く
ろ
い
と
い
う
言
葉
は
無

縁
の
も
の
と
な
り
、
た
だ
秋
風
の

な
す
が
ま
ま
、
今
は
そ
の
こ
と
が

た
だ
た
だ
有
難
い
。

あ
り
が
た

「
や
ば
ち
い
ね
」
秋
風
に
い
ふ
独
り

言

境

チ
ヱ
子

ひ
と
り
言
は
思
わ
ず
出
る
の
で

ド
サ
ン
コ
の
標
準
語
に
な
っ
て
し

ま
う
。
意
味
さ
え
取
り
違
え
な
け

れ
ば
よ
し
と
す
る
か
。

新
米
に
控
へ
目
と
い
ふ
水
加
減

佐
藤

敦
子

「
水
加
減
は
や
や
控
え
目
に
」こ

れ
で
分
か
る
の
だ
か
ら
、
ベ
テ
ラ

ン
に
は
カ
ッ
プ
も
秤
も
不
用
な
の

は
か
り

だ
。

５捷

６昇

乳がん・子宮がん検診（9:00～ゆめりあ）
放課後おはなしタイム（15:00～図書館）

７昌

乳がん・子宮がん検診（9:00～ゆめりあ）
おはなしころりんミニ（10:30～図書館）

８昭

乳がん・子宮がん検診（9:00～ゆめりあ）
糖尿病講演会 （18:30～ゆめりあ）

９晶

第11回子育てスクール（10:00～スポーツセンター）
そばうち体験（14:00～夢想庵）

10松

11掌

12捷

13昇

放課後おはなしタイム（15:00～図書館）
ふるさと公園内屋外体育施設営業終了予定

14昌

第12回子育てスクール（10:30～子育て支援センター）15昭

16晶

おはなしころりん『おんがく』のおはなし（14:00～図書館）
アザレアコーラス定期演奏会（14：00～ゆめりあ）

17松

18掌

19捷

7～8カ月児健康相談（9:15～ゆめりあ）
3～4カ月児健康相談（13:15～ゆめりあ）

20昇

明和会利用者作品展（～11/29 図書館）
新小学芸会（8:20～新小）
10～11カ月児健康相談（9:15～ゆめりあ）
1歳2～3カ月児健康相談（9:30～ゆめりあ）
年末調整説明会（14：00～改善センター）
放課後おはなしタイム（15:00～図書館）

21昌

おはなしころりんミニ（10:30～図書館）
1歳8～9カ月児健康診査（12:15～ゆめりあ）
3歳1～2カ月児健康診査（12:30～ゆめりあ）

22昭

スポーツゲーム大会（9:00～スポーツセンター）23晶

カレンダー作り（13:00～児童館）24松

25掌

26捷

税に関する標語展（～12/16 改善センター）27昇

介護保険相談（13:00～ゆめりあ）
放課後おはなしタイム（15:00～図書館）

28昌

第13回子育てスクール（10:30～子育て支援センター）29昭

30晶

クリスマス絵本展（～12/25 図書館）
おはなしころりん『あったかい』のおはなし

（14:00～図書館）
12/1松

２掌

文
芸
倶
楽

文
芸
倶
楽
部部

◎月～金曜日 10時～12時 児童館を乳幼児と保護者に開放中

（祝祭日とほかの行事での利用時は除く）

情報
カレンダー

10月８日

～

12月２日

10/8捷

まちづくり懇談会（19:00～青葉区会館）９昇

小中学校後期始業式
水彩・油彩画展（～10/28 改善センター）
放課後おはなしタイム（15:00～図書館）
まちづくり懇談会（18:45～みどり区会館）

10昌

おはなしころりんミニ（10:30～図書館）
就学時健診（13：00～ゆめりあ）
まちづくり懇談会（18:30～中央区会館）

11昭

12晶

社会福祉大会（10:00～ゆめりあ）
福祉のつどい（12:00～改善センター）

13松

14掌

15捷

16昇

一日行政相談（13：30～役場）
放課後おはなしタイム（15:00～図書館）

17昌

第10回子育てスクール（10:30～子育て支援センター）
まちづくり懇談会（18:30～橋本区会館）

18昭

まちづくり懇談会（18:00～吉野地区活性化センター）19晶

ハロウィン壁掛けづくり（13:30～児童館）
おはなしころりん『のりもの』のおはなし（14:00～図書館）

20松

新小学芸会（8：20～新小）
秋季囲碁大会（9:00～改善センター）

21掌

まちづくり懇談会（18:30～総進区第2会館）22捷

まちづくり懇談会（18:30～大和区会館）23昇

無料法律相談（13:00～役場）
放課後おはなしタイム（15:00～図書館）
まちづくり懇談会（18:30～花月区会館）

24昌

おはなしころりんミニ（10:30～図書館）25昭

新中タイム（9：30～新中）
まちづくり懇談会（19:00～弥生区会館）

26晶

町民音楽祭（9:00～ゆめりあ）27松

第3回振興公社まつり（10:00～物産館）
渡辺一史講演会「北の無人駅から」（15:00～図書館）

28掌

29捷

ハロウィン（15:00～児童館）30昇

巡回ドック（6:00～ゆめりあ）
開拓記念館、かぜのび、営業終了

31昌

国学院大学生絵本作品展（～11/18 図書館）
巡回ドック（6:00～ゆめりあ）

11/1昭

町民文化祭展示部門（～11/４ 改善センター）
子ども生け花展（～11/４ 改善センター）

２晶

ゆめりあ部会発表会（10:00～ゆめりあ）
サンウッドパークゴルフ場営業終了予定

３松

町民文化祭芸能部門（10:00～ゆめりあ）４掌
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新
十
津
川
小
学
校
児
童
会
が
、

空
き
缶
の
プ
ル
タ
ブ
を
集
め
て
車

い
す
と
歩
行
器
に
交
換
し
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
お
る
園
に
贈

呈
し
ま
し
た
。

プ
ル
タ
ブ
回
収
は
小
学
校
統
合

後
か
ら
の
取
組
み
。
３
年
半
を
か

け
て
集
め
た
１
１
０
０
熟
の
う
ち
、

熟
を
車
い
す
に
、

熟
を
歩
行

750

250

器
に
交
換
し
ま
し
た
。

児
童
会
長
の
平
石
あ
か
ね
さ
ん

（
６
年
）
は
「
こ
の
車
い
す
と
歩
行

器
を
使
っ
て
、
か
お
る
園
の
皆
さ

ん
が
元
気
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
う

れ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

9│20小さな善意の結晶

新小がかおる園に車いす贈呈

ユニーク競技で優勝目指す

チャレンジスポーツ大会
9│8

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
、

新
十
津
川
小
学
校
の
児
童

人
が

44

参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
子
ど
も
た
ち
が

ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
き
っ
か
け

づ
く
り
が
目
的
。
２
階
か
ら
落
ち

て
く
る
ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る

「
キ
ャ
ッ
チ
Ｄ
Ｅ
ル
ー
フ
」
や
、
サ

ッ
カ
ー
の
Ｐ
Ｋ
戦
の
要
領
で
的
当

て
を
す
る
「
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
キ

ッ
ク
」
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に
ゲ
ー

ム
要
素
を
取
り
入
れ
た
ユ
ニ
ー
ク

な
競
技
が
７
種
目
用
意
さ
れ
ま
し

た
。子

ど
も
た
ち
は
５
つ
の
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
、
個
人
種
目
５
つ
、

団
体
種
目
２
つ
の
計
７
種
目
で
得

点
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
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̻͘の̺ͩいＴＯＷＮ ＴＯＰＩＣＳ

新十津川技能協会（宮野善良会長）の会員17人が、

商工会館東側の敷地内で包丁研ぎのボランティアを

行いました。

８回目となる今年は、橋本区、みどり区、青葉区の

住民を対象に実施。持ち寄られた71本の包丁を一本

一本丁寧に研ぎました。

２本の包丁を研いでもらった明杖恵美子さんは「自

宅ではあまり上手に研ぐことができないので、切れ味

には大いに期待しています」と話していました。

職人技でよみがえる切れ味9│22

シニア世代の新たな趣味づくりを目的としたシニ

アいきいきクラブのヨガ教室がゆめりあで開かれ、７

人がヨガに挑戦しました。

参加者は、指導者の川口惠美子さんの手本に従って、

空気の流れを意識した呼吸法や、足の指のほぐし方な

どを学びました。

松添世輝子さんは「先生のやり方だと、痛くなくて

ちょうどよくできました。これからも続けていきた

いです」と話していました。

9│26会話はずみ楽しく運動

今年度新たに満百歳を迎える塩﨑アキさ

ん（花月）、斉藤ちよさん（花月）、田中

正さん（文京）の３人に対して、総理大臣

から祝い状が送られ、植田町長が一軒一軒

を回って本人に手渡しました。

好き嫌いがないという塩﨑さんは「長生

きの秘訣は、３食しっかり食べること。そ

れから、軽い体操や散歩をし、１日１回は

外へ出ることです」と話しました。

また、斉藤さんは「昔、山や田んぼでた

くさん働いた。そのときの体力が、今も体

に生きているのだと思います」と話してい

ました。

亀の甲より年の功

百歳のご長寿に祝い状
9│19
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８月の交通事故

発生件数 １件

（前年比 ＋１）

死 者 数 ０人

（前年比 ±０）

負傷者数 １人

（前年比 ＋１）

交通死亡事故ゼロ日数

１３０日 ８月末現在

町
民
憲
章
（
昭
和

年
制
定
）

45

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
は
、
十
津
川
郷

か
ら
の
団
体
移
住
に
よ
っ
て
ひ
ら
か

れ
、
た
く
ま
し
い
開
拓
精
神
と
団
結
の

力
で
き
ず
か
れ
た
由
緒
あ
る
町
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
ま
ち
の
町
民

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
た
が
い

の
し
あ
わ
せ
と
郷
土
の
発
展
を
ね
が

い
、
こ
こ
に
町
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一

自
然
を
愛
し
、
緑
の
美
し
い
ま
ち

に
し
ま
し
ょ
う

一

心
と
か
ら
だ
を
き
た
え
、
健
康
で

明
る
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一

働
く
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、
ゆ
た

か
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一

き
ま
り
を
よ
く
守
り
、
住
み
よ
い

ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

一

未
来
に
夢
を
も
ち
、
子
ど
も
の
し

あ
わ
せ
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う

男 ３２８２人

（前月比 －６）

女 ３７９６人

（前月比 ０）

計 ７０７８人

（前月比 －６）

世帯 ２９６４戸

（前月比 －３）

８月末現在 ※外国人住民を含む

高 橋
たか はし

昂
こう

大 くん（大和）
だい

平成21年10月29日生まれ

好きなもの：アンパンマン

作品募集中!!
刺私のベストペイント・・・・・読者が描いた絵画

刺私のベストショット・・・・読者が撮影した写真

刺幸せなお二人に乾杯・・・結婚式での２人の写真

刺ハッピーバースディ

・・誕生日を迎える２歳、３歳のお子さんの写真

広報発行月の前月15日までにご連絡ください。

総務課企画調整グループ 察76・2131

ひとの動き

加 藤 修 大 くん（中央）
か とう しゅう た

平成22年10月11日生まれ

好きなもの：トイ・ストーリー

旭日単光章

長谷川 信康さん 町議会議員を３期12年務め

るなど、地方自治の発展に貢献しました。佃空
つくだ

知総合振興局地域政策部長が家族へ伝達しまし

た。 （９月７日画）

旭日単光章

故・岡 登さん 町議会議員３期12年、農業委員、

社会教育委員、農業共済組合長などを務め、地

方自治、青少年育成、農業の発展に貢献しまし

た。植田町長が家族へ伝達しました。

（９月21日画）

叙勲

叙勲


